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要         旨 

 

インターネット上で国際交流を行う実践的な取り組みはこれまで

も行われているが、統計的な検定を用いた有効性の検討はほとんど

行われていない。本研究は、インターネットを介した国際交流、特

に、先行研究で多く行われてきた協力や自己開示を経験させる交流

が偏見低減効果を持つのかを検討することを第一の目的とした。ま

た、これまでの交流の多くは学校の授業など、外国人との交流を支

持する枠組の中で行われてきた。このような枠組のない自然場面に

おけるインターネット上の交流でも、偏見低減が起こるのかを検討

することを第二の目的とした。研究１では仮想空間で協力し合う交

流、研究 2 では翻訳チャットで自己開示し合う交流の効果を実験室

実験により検討した。また、自然場面での効果を検討するために、

研究 3 では仮想空間での協力経験、研究 4 では自己開示の機会が多

い SNS での交流経験による偏見低減効果を縦断調査により検討し

た。その結果、インターネット上で外国人と協力を経験するより

も、自己開示し合う交流の方が偏見低減に有効であること、自然場

面での交流よりも、実験室実験のように交流を支持する枠組のある

方が偏見低減効果を持つことが示された。しかし、なぜ、どのよう

にこのような交流が偏見低減効果を持つのかは不明瞭である。今後

の研究では、インターネットを介した国際交流の偏見低減プロセス

を検討することで、さらに効果的な交流を提案することが期待され

る。 
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